












近年、川崎病既往学童がふえるに従って、心臓後遺症を有する子の存在が問題となり、そ

の発見と適切な指導管理を行なうための心臓検診の重要性が認識され、全国各地で学童、

生徒を対象とした集団心臓検診が行なわれつつある。また、この班においても、神谷哲郎

先生を委員長とする学校検診に関する小委員会も発足した。私共は、昭和 54 年度より、大

津市教育委員会および、大津市医師会の協力で、大津市に在籍する全小中学生を対象とす

る川崎病心臓検診をしており、今回、過去 6年間のまとめを行なったので報告する。 


